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　人ロの動き

　3月1日現在
男　　　　　　5，148（＋1）

女5，258←1）
計10，406（o）
世帯数　2，357（一4）

（）内は前号との比較
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　先日、千手小学校では、もうすぐ1年
生になる幼稚園児たちが1日入学o
　先生からのお話や、かるい体操をした
あとは、ちょっぴりの不安もいつのまに
か消えて、楽しそうにはしゃぎまわって
いました◎

　うららかな陽ざしの中に、ランドセル
姿の子供たちがゆきかうのもまもなくで
すo
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昭和51年度川西町予算（案）
　　　　　　　　　　　　　単位：千円

総
予
算
十
九
億
五
千
万
円
を

　
　
　
た
だ
今
審
議
中
”

や
り
く
り
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
各
種
料
金
の
値
上
げ
も
…

新
年
度
予
算
の
審
議
を
中
心
と
す
る
三
月
議
会
が

先
月
の
二
十
八
日
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
の
と
乙
ろ
会
期
は
、
今
月
二
十
七
日
ま
で
の

二
十
九
日
間
、
初
日
は
予
算
に
関
連
す
る
条
例
改
正

を
中
心
と
し
、
四
日
に
は
町
長
か
ら
施
政
方
針
が
述

べ
ら
れ
、
以
後
委
員
会
審
議
な
ど
の
細
部
審
査
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
予
定
と
し
て
は
、
全
会
計
と
も
十
七
日
に
は
成
立

す
る
手
は
ず
で
す
が
．
ご
他
聞
に
も
れ
ず
、
苦
し
い

町
の
台
所
を
反
映
し
て
の
予
算
案
だ
け
に
、
熱
の
入

っ
た
審
議
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
す
。

　
成
立
後
の
予
算
内
容
は
、
い
ず
れ
掲
載
す
る
予
定

で
す
が
、
こ
乙
で
は
、
各
条
例
改
正
を
中
心
に
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

o”””””9””””，．””曾”o”””曾””oo，”1””””曾1
11””・．・”o””loIlll””””oo・1””．”9”o．”“●・・．“1

会　　計　　区　　分 本年度 前年度 比　　較 対前年比

一　　　　般　　　　・会　　　　言十 1，478，720 1，444，888 33，832 23％

国保事業　特㌧別　会　計 253，789 237，257 16，532 ス0

国　保　施　設　　　　　〃 47，890 42，151 5，739 13．6

仙田へき地出張診療所特　　　　別　　　　’会　　　　計
11，136 10，107 1，029 10．2

歯科診療所特別会計 14，533 15，038 △505 △3．4

農．業共済事業特，別会計 67，565 51，544 16，021 31．1

簡易水道事業　　　〃 81，787 14，761 67，026 454．1

合　　　　　　　　　　　　　　　言十 1，955，420 1，815，746 139，674 7．7

（注）このほかに広域水道会計予算がありますo

幼
稚
園
保
育
料
四
万
八
千
円
に

　
水
道
料
金
な
ど
も
改
正

　
　
　
い
ず
れ
も
四
月
一
日
か
ら

苦
し
い
町
財
政
の

や
り
く
り
の
た
め
や

む
を
得
ず
見
直
し
を

さ
れ
た
の
が
、
各
種

手
数
料
な
ど
の
料
金

改
正
で
す
。

公
共
料
金
と
も
い

わ
れ
る
、
こ
れ
ら
の

改
正
は
、
直
接
皆
さ

ん
の
財
布
に
も
ひ
ぴ

く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
が
貴
重

な
財
源
に
な
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
議
会
で
決
め
ら
れ

た
各
種
料
金
の
改
正

（
条
例
改
正
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　（

）
内
は
旧
料
金
。
い
ず
れ
も
四
月
一

日
実
施
。
（
水
道
料
金
は
五
月
一
日
か
ら
）

圃
行
政
財
産
の
使
用
料

　
徴
収
条
例

　
役
場
庁
舎
、
支
所
出
張
所
の
建
物
や

町
有
の
土
地
な
ど
を
、
主
と
し
て
営
利

を
目
的
に
利
用
す
る
と
い
っ
た
場
合
、

使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
庁
舎
内
に
売
店
、
自
動

販
売
機
な
ど
の
設
置
が
該
当
。

囹
克
雪
セ
ン
タ
ー
条
例

　
の
改
正

　
集
会
室
、
食
堂
兼
台
所
の
使
用
料
が

二
百
五
十
円
（
二
百
円
）
、
共
同
作
業

場
が
二
百
円
（
百
五
十
円
）
に
。

囹
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

　
の
改
正

　
使
用
料
が
別
表
の
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、
同
分
館
の
使
用
料
（
寄
宿
入
居
料

）
が
、
一
人
月
三
千
円
（
千
円
）
に
。

囹
幼
稚
園
設
置
条
例
の

　
改
正

　
保
育
料
が
年
額
四
万
八
千
円
（
三
万

六
千
円
）
に
。

囹
税
条
例
の
改
正

　
納
税
証
明
が
一
件
百
円
（
七
十
円
）

に
、
督
促
手
数
料
が
一
件
五
十
円
（
二

＋
円
）
に
。

囹
使
用
料
条
例
の
改
正

　
学
校
の
使
用
料
が
、
昼
間
、
夜
間
を

問
わ
ず
屋
内
運
動
場
千
円
（
昼
間
五
百

円
、
夜
間
六
百
円
）
に
、
教
室
使
用
料

が
五
百
円
（
昼
間
二
百
円
、
夜
間
三
百

円
）
に
。

囹
母
子
セ
ン
タ
ー
使
用

　
条
例
の
改
正

　
入
所
料
な
ど
を
別
表
の
よ
う
に
。

母子センター使用料金

総合センター使用料金

区　　分 料　　　金（）内は旧料金

分　娩　料
1件　　　　　　18，000円　　　（15，000円）

双生児加算　　6，000円　　　（6，000円）
深夜加算　　　3，000円　　（2，000円）

も　く　浴料 1人1日　　600円　　　（500円）

入　　所　　料 1日　　　　3，000円　　　（2，000円）

特別入所料 1日　　　　3，000円　　　（2，000円）

管外加算料 1日　　　　2，500円　　　（2，000円）

（）内は旧料金

納入区分 使用施設 単　　位

使　　　用　　　料

一　　般
営　　．業

（町内）
営　　、業

（町外）

（1）公益外の

　使用を目
　的とする
　とき

ホ　ー　ノレ

1時間当り

400円　600円
（一律400）

800円

ステージ

研修室
和　　　室

言周理室

講議室
洋　　　間

200 鋤
（一律200）

400

②宿泊をす
　るとき

禾口　　　室 1人　　1泊 500　（300）

（3）入浴をす

　るとき
浴　　　室

10　人まで 1，000　（700）

10人を越す

場合の超加
1人当り

100　　（70）

囹
手
数
料
条
例
の
改
正

　
　
○
身
分
に
関
す
る
証
明
、
○
職

　
　
業
に
関
す
る
証
明
、
○
印
鑑
登

　
　
録
証
明
、
○
建
物
に
関
す
る
証

　
　
明
、
○
土
地
に
関
す
る
証
明
、

　
　
○
所
得
に
関
す
る
証
明
、
○
住

　
　
民
票
の
写
し
、
戸
籍
附
票
の
写

　
　
し
、
○
住
民
票
記
載
事
項
証
明

　
　
○
そ
の
他
の
証
明
、
○
公
簿
公

　
　
図
の
閲
覧
、
○
建
築
届
が
そ
れ

　
　
ぞ
れ
一
件
に
つ
き
百
円
（
七
十

　
　
円
）
に
、
ま
た
、
印
鑑
登
録
証

　
　
交
付
手
数
料
一
件
百
円
を
新
設

　
　
囹
簡
易
水
道
条
例
の

　
　
　
　
改
正

　
　
　
水
道
料
金
は
別
表
の
よ
う
に

　
　
改
め
る
ほ
か
、
新
設
工
事
の
設

　
　
計
手
数
料
や
、
水
道
加
入
金
な

　
　
ど
に
つ
い
て
改
正
。

　
　
　
な
お
、
乙
の
ほ
か
に
新
設
＼

（）内は1日料金水道使用料金
　　　米斗率

種別

基本料金（1カ月につき） 超過料金
｛擁彦喜｝

水　　量 料　　金

一　　般　　，用
立方メートノレ
　　　　　10

600円
（400）

60円
（40）

営　　．業　　用 100
5，000

（ユ500）
60

（35）

工
業
用

ノ」・口用 200
9，000

（6，000）
60

（35）

大口用 500
20，000

（1ε000）
60

（30）
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99
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費】務【総

85

150

157

○克雪センター備品購入等

○税務電算委託

○衆議院議員選挙

費】生【民

　　84

　300
　118
　　96

3夢227

○町社会福祉協補助

○国保会計繰出

○老人クラブ補助

○敬老祝金

○老人医養費扶助

費】生【衛

　295
　211
2っ980

　　82

　300

○成人病各種検診委託

○妊産婦、乳児医療費助成

○衛生施設組合負担

○母子センター内部工事等

○水道会計繰出

【農林水産業費】

○農協有線放送補助　　　　　500

0共済会計繰出金　　　　　　450

0基盤整備事業補助　　　　1，000

0小規模土改補助　　　　　．175

02次構近代化事業補助　　10，097

0同鶴霜連絡農道農地造成等　　3，089

0林道開設工事等　　　　　1，915

0造林用ブルドーザー購入　　　480

んこ年度　　一
　一般会計は

厚
出
ず
る
を
制
し
て

　
　
　
　
　
入
る
を
は
か

　
一
般
、
特
別
会
計
の
予

算
規
模
は
別
表
（
前
頁
上

段
）
の
と
お
り
で
す
。

　
地
方
財
政
の
苦
境
と
い

わ
れ
て
い
る
と
き
だ
け
に

ご
ら
ん
の
よ
う
に
、
前
年

と
の
比
較
は
、
過
去
に
例

を
み
な
い
ほ
ど
の
低
い
伸

ぴ
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
新
年
度

っ
た
仔
予
算

　
特
に
、
一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
よ

り
二
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
額
に
し
て
三

千
三
百
八
十
二
万
円
と
い
う
、
わ
ず
か

な
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
深
刻
な
不
況
と
、
一
方
で
は
諸
物
価

の
上
昇
と
い
う
、
逆
比
例
の
中
で
、
新

規
事
業
は
極
力
お
さ
え
、
じ
っ
と
耐
え

て
春
を
待
つ
、
と
い
っ
た
感
じ
の
予
算

と
も
い
え
ま
し
よ
う
。

　
〃
出
ず
る
を
制
し
て
、
入
る
を
は
か

る
〃
、
過
去
の
編
成
方
針
を
逆
手
に
と

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が

町
長
の
弁
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
す
で
に
始
め
た
事

業
は
、
簡
単
に
手
を
休
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
歳
出
中
の
、
農
林
水
産
業
費
二
億
九

千
万
、
教
育
費
二
億
六
千
万
、
土
木
費

二
億
三
千
万
な
ど
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
り
、
特
に
、
産
業
、
土
木
な
ど
町

建
設
へ
の
投
資
分
は
五
～
七
千
万
の
増

額
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
〃
住
民
福
祉
〃
と
も
い
わ
れ

る
民
生
費
、
衛
生
費
な
ど
も
、
前
年
よ

り
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
て
お
り
、
苦
し
い
な
が
ら
も
、
精
い

っ
ぱ
い
背
伸
ぴ
を
し
￥
積
極
性
を
も
っ

た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
見
合
う
歳
入
は

残
念
な
が
ら
無
理
を
承
知
の
面
も
ま
ぬ

が
れ
な
い
よ
う
で
す
。

　
例
え
ば
、
町
税
、
地
方
交
付
税
、
町

債
（
借
金
）
な
ど
は
、
収
入
見
込
み
を

大
き
く
上
わ
ま
わ
る
数
字
を
計
上
し
て

お
り
、
一
面
で
は
〃
赤
字
も
覚
悟
〃
の

予
算
と
み
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

、5
費】工【商

220

80

100

○商工会補助

○観光施設整備

○観光協会補助

費】木【土

7，305

5，800

1，371

　550

○道路新設改良（16路線）

○舗装工事（14路線）

○ロータリー除雪車購入

○河川改修工事

費】防【ジ肖

5，895○広域消防負担金

費】育【教

○仙田小プール建設、用地購入等

2，830

　726
4，712

　597

○川中スクールバス委託

○同給食棟建設ほか

○同給食設備等

　322
　105
3，000

○幼稚園構内整備等

○敬老会委託

O教育センター建設（継続）

【災害復旧費】

906

559

○農林水産施設災（8件）

○公共土木施設災（8件）

卜
＼
改
正
さ
れ
た
条
例
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
新
設

○
町
表
彰
条
例

○
町
名
誉
町
民
条
例

○
町
造
林
施
行
条
例

　
改
正

○
保
育
園
設
置
条
例

○
分
担
金
条
例

○
職
員
の
給
与
条
例

○
特
別
職
の
職
員
で
非

　
常
勤
の
も
の
の
報
酬

等
条
例

○
職
員
定
数
条
例

○
農
業
共
済
条
件

○
上
水
道
条
例

廃
止

○
へ
き
地
保
育
所
設
置

条
例

○
重
度
心
身
障
害
児
扶
養
手
当
支
給
条

　
例

千
手
小
の
請
願

二
件
と
も
採
択

　
ま
た
、
議
会
初
日
に
は
、
準
用
河
川

の
指
定
（
裏
田
川
ほ
か
四
河
川
）
を
決

め
た
ほ
か
、
先
に
出
さ
れ
て
い
た
千
手

　
　
保
育
所
関
係
の
条
例
は
、
新
設

　
仙
田
保
育
所
の
追
加
と
、
赤
岩
、

　
中
仙
田
な
ど
の
へ
き
地
保
育
所
の

　
廃
止
な
ど
・
：
・
：
。

　
　
写
真
は
、
中
仙
田
へ
き
地
保
育

　
所
の
閉
所
ス
ナ
ッ
プ
、
昨
年
暮
。

～
～
～
～
～
～
～
～
5
～
～
～

小
学
校
屋
内
運
動
場
の
床
張
り
か
え
、

同
校
グ
ラ
ン
ド
用
地
等
の
拡
張
の
二
つ

の
請
願
に
つ
い
て
、
委
員
長
報
告
の
の

ち
採
択
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
“
今
年
に
限
り
”

　
　
　
　
固
定
資
産
税
第
一
期
は
五
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
覧
は
四
月
に
な
り
ま
す

　
例
年
三
月
に
行
っ
て
い
た
固
定
資
産
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
二
十
八
日
ま
で

課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
地
方
税
法
の
改
　
　
○
縦
覧
場
所
・
役
場
税
務
課

正
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

年
に
限
り
、
次
の
日
程
で
行
う
こ
と
に
　
　
な
お
、
同
じ
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
の
第
一
期
分
の
納
期
に
限

○
縦
覧
期
日
・
四
月
九
日
　
～
　
　
　
　
り
五
月
（
例
年
は
四
月
）
と
な
り
ま
す
。
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農
村
総
合
整
備
計
画
作
成
の
た
め
、

皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
紙
面
の
都
合
を
み
な
が

　
　
　
　
　
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

上以
①

％
ら

　
　
　
、

川西町に住みたい・・一90
農村総合整備計画アンケートカ

詰む酵む

無
作
為
抽
出
に
よ
り
、
千
七
百

二
十
三
人
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
も
の
。

ご
ら
ん
の
よ
う
に
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の
人
が

町
へ
の
愛
着
や
住
み
よ
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
川
西
町
に

」

愛
着
を
も
っ
て
い
ま
す
か

あ
な
た
は
川
西
町
に
住
ん
で

　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か

鞠
　
　
　
　
4

ρ．
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
鞠

　
　
　
　
　
　
　
転
盆
　
　
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
0
　
　
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
獅
4
％
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

もっている

495％
わか、
らない

　10．0
もっ

し・なし・2．8

まあまあ

3Z7％

※青年層に愛着をもたない回答が多い。

農
業
用
軽
油
の
免
税
証

　
　
　
2
5
日
に
出
張
交
付

　
農
耕
用
軽
油
の
免
税
証
交
付
が
、

次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
十
五
日
（
木
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

申
請
に
必
要
な
も
の

　
イ
印
鑑
・
共
同
の
場
合
は
全
員
の

　
　
印

　
ロ
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

　
　
会
で
交
付
）

　
ハ
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証

　
　
明
借
用
証
明
）
カ
タ
ロ
グ
な
ど

　
な
お
、
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
と

き
は
、
こ
の
ほ
か
に
免
税
軽
油
使
用

者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

盲
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に

　
　
　
　
　
　
あ
た
た
か
い
手
を
…
…

通
事
故
な
ど
に
よ
る
中
途
失
明
者
も
急

激
に
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち

の
転
職
、
職
業
訓
練
の
場
と
し
て
も
、

収
容
施
設
の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　
計
画
さ
れ
て
い
る
盲
老
人
ホ
ー
ム
は

〃
胎
内
や
す
ら
ぎ
の
家
〃
（
北
蒲
黒
川

村
）
と
名
づ
け
ら
れ
、
五
十
名
収
容
の

も
の
で
、
す
で
に
敷
地
は
確
保
さ
れ
て

あ
り
ま
す
が
、
建
設
の
資
金
は
、
国
県

の
助
成
の
ほ
か
、
各
界
の
篤
志
家
や
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
付
で
ま
か
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
今
月
中
に
嘱
託
員
を
通
じ
、
封
筒
を

配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
事
情
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
盲
老
人
に
あ
な
た
の
暖

い
気
持
を
そ
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
県
盲
人
福
祉
協
会
で
は
、
来
年
度
を

め
ど
に
、
養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
、
県
下
各
市
町
村
を

通
じ
、
広
く
皆
さ
ん
に
も
建
設
資
金
の

援
助
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
い
ま
、
県
内
に
は
視
覚
障
害
者
が
六

千
人
、
こ
の
う
ち
半
数
の
三
千
人
は
、

書
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

人
た
ち
を
収
容
す
る
施
設
は
、
全
国
に

働

危
い
こ
と
は

他
人
の
こ
ど

も
で
も

一
言
注
意
を

’

δ

引，
伍

幼
児
の
水
死
事
故
防
止
を
ρ
●

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署
か
ら

二
十
六
か
所
あ
る
も
の
の
、
県
内
に
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
こ
れ
ら
の
障
害
者
が
年
老
い

て
身
寄
り
を
失
っ
た
場
合
、
入
所
施
設

が
な
い
た
め
、
一
般
の
養
老
施
設
で
不

自
由
を
し
の
い
で
い
ま
す
が
、
専
門
的

設
備
の
不
足
や
、
職
員
の
不
足
な
ど
か

ら
、
不
安
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
実
態
で
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
ス
モ
ン
病
、
交

σ

　
毎
年
雪
消
え
時
期
に
な

る
と
、
子
供
や
幼
児
の
水

死
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
去
る
二
月
に
は
津
南
町

で
一
人
遊
ぴ
の
幼
児
が
、

側
溝
に
流
さ
れ
死
亡
、
ま

た
、
昨
年
四
月
に
は
、
十

日
町
及
ぴ
川
西
町
で
同
様

の
い
た
ま
し
い
水
死
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
幼
児
の
水
死
事
故
防
止
と
し
て
、
次

の
こ
と
を
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
幼
児
に
対
す
る
監
護
に
つ
い
て

　
水
死
事
故
防
止
に
は
、
監
護
を
徹
底

す
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
家
事
や
、
仕
事
の
あ
い
ま
に
子
守
り

を
す
る
の
で
は
な
く
、
子
守
り
を
優
先

し
て
、
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
危
険
か
所
の
点
検
に
つ
い
て

　
家
庭
の
周
辺
に
は
、
池
、
沼
、
用
水

堀
、
貯
水
槽
な
ど
危
険
な
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
特
に
雪
消
え
ど
き
は
、
こ
れ
ま
で
う

ま
っ
て
い
た
危
険
か
所
が
あ
ら
わ
れ
た

り
、
増
水
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
随
時

点
検
し
、
さ
く
や
ふ
た
を
す
る
な
ど
、

防
護
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
声
運
動
に
つ
い
て

　
危
険
な
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見

か
け
た
ら
、
他
人
の
子
供
で
あ
っ
て
も

一
声
注
意
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ

て
水
死
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

〃
印
鑑
の
登
録
〃

　
　
　
四
月
か
ら
全
面
的
に

　
　
新
制
度
に
な
り
ま
す

　
昨
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間
の
予
定

で
、
新
し
い
印
鑑
制
度
に
よ
る
登
録
の

切
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
月

末
で
そ
の
期
間
が
終
り
ま
す
。
来
る
四

月
一
日
か
ら
は
、
全
面
的
に
新
し
い
制

度
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご

留
意
い
た
だ
き
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
登

録
替
え
で
き
な
か
っ
た
方
、
及
ぴ
今
ま

で
全
然
印
鑑
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は

次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
①
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前

　
に
さ
れ
た
印
鑑
登
録
は
、
今
月
末
日

　
限
り
で
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
②
来
る
四
月
一
日
以
降
は
、
新
規
登

　
録
と
い
う
形
で
い
つ
で
も
登
録
で
き

　
ま
す
が
、
登
録
証
交
付
手
数
料
と
し

　
て
、
一
〇
〇
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
代
理
人
が
登
録
手
続
き
に
来
ら
れ

　
た
場
合
は
、
そ
の
時
す
ぐ
に
は
印
鑑

　
証
明
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が

　
っ
て
、
す
ぐ
に
印
鑑
証
明
が
必
要
な

　
と
き
は
、
必
ず
本
人
が
登
録
手
続
き

　
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
す
で
に
登
録
替
え
を
さ
れ
た
方
に
は

印
鑑
登
録
証
（
茶
色
の
手
帳
）
を
お
渡

し
し
て
あ
り
ま
す
。
登
録
証
に
書
い
て

あ
る
「
注
意
事
項
」
に
も
う
一
度
目
を

通
し
て
い
た
だ
き
、
特
に
次
の
点
に
ご

注
意
ね
が
い
ま
す
。

①
印
鑑
証
明
の
交
付
を
受
け
る
と
き

　
は
、
必
ず
登
録
証
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
代
理
人
に
頼
む
と
き
は
、
登

　
録
証
を
代
理
人
に
あ
ず
け
て
く
だ
さ

　
い
。
登
録
し
た
印
鑑
（
実
印
）
は
、

　
い
り
ま
せ
ん
。

②
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
（
実
印
）
を

　
持
っ
て
来
ら
れ
て
も
、
こ
の
登
録
証

　
が
な
い
と
、
印
鑑
証
明
の
交
付
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
た
万
に
は

　
ど
な
た
に
で
も
、
そ
の
登
録
証
に
か

　
か
る
印
鑑
証
明
を
交
付
し
ま
す
。
し

　
た
が
っ
て
、
事
故
防
止
の
た
め
登
録

　
証
は
、
実
印
と
同
様
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
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芝輻り

“
交
通
災
害
共
済
”

加
入
切
り
替
え
の
時
期
で
す

　
〃
一
日
一
円
〃
で
お
な
じ
み
の
、
交

通
災
害
共
済
の
加
入
切
り
替
え
の
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
嘱
託
員
を
通
じ
申
込
み
を
受

付
け
中
で
す
が
、
い
ま
加
入
さ
れ
て
い

る
方
も
、
今
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間

が
終
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
続
い
て

加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
新
規
に

多
数
の
方
が
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
見
舞
金
が
増
額

　
会
費
は
、
大
人
も
子
供
も
年
額
三
百

五
十
円
で
す
。
こ
れ
は
、
四
月
一
日
か

ら
（
四
月
一
日
以
後
は
、
会
費
払
込
み

の
翌
日
か
ら
）
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
有
効
で
す
。

お
ま
た
せ
し
ま
し
た

児
玉
画
伯
の
作
品

展
は
2
3
日
で
す

　
延
期
し
て
い
た
児
玉
画
伯
寄
贈
の
作

品
（
屏
風
八
双
）
の
一
般
公
開
を
、
次

の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
多
数
の
お
い
で
を
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

◎
期
　
日

　
　
3
月
2
3
日
午
前
9
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

◎
場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
ま
た
、
新
年
度
か
ら
見
舞
金
が
そ
れ

ぞ
れ
増
額
さ
れ
、
最
高
は
七
十
万
円
（

従
来
は
五
十
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
見
舞
金
の
支
給
は

　
見
舞
金
は
、
車
輌
の
運
行
等
に
と
も

な
う
事
故
で
あ
れ
ば
、
故
意
あ
る
い
は

重
大
な
過
失
の
あ
る
場
合
を
の
ぞ
き
、

ほ
と
ん
ど
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
◎
自
転
車
、
バ
イ
ク
等
の

自
損
事
故
、
◎
田
畑
で
の
作
業
中
耕
う

ん
機
に
よ
る
事
故
、
◎
車
庫
入
れ
の
際

の
車
に
よ
る
事
故
、
◎
乗
下
車
の
際
車

の
ド
ア
等
に
は
さ
ま
れ
る
等
の
事
故
。

な
ど
の
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
無
免
許
、
飲
酒
運
転
な
ど

故
意
、
あ
る
い
は
重
大
な
過
失
の
あ
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
次
の
よ

う
な
と
き
も
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
自
転
車
の
後
に
子
供
を
乗
せ
た
場
合

◎
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
に
乗
っ
た
場
合

◎
幼
児
用
の
補
助
輪
の
つ
い
た
自
転
車

や
三
輪
車
の
自
損
事
故

　
　
見
舞
金
の
請
求
は

　
万
一
事
故
に
あ
わ
れ
た
ら
、
次
の
書

類
を
も
っ
て
、
役
場
ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

○
医
師
の
診
断
書
、
O
交
通
事
故
証
明

書
、
O
印
鑑
、
○
運
転
し
て
い
た
場
合

は
免
許
証

　
な
お
、
見
舞
金
は
事
故
発
生
か
ら
一

年
間
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
ち
な
み
に
：
：
：

　
五
十
年
度
の
町
の
加
入
者
は
七
千
四

百
十
六
人
（
七
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）

　
う
ち
見
舞
金
支
払
者
は
十
二
人
（
二

月
一
日
現
在
）
、
支
払
金
額
は
二
十
二

万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
任
意

　
加
入
は
い
か
が
？

　
ご
主
人
が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
さ

れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
は
任
意
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
機
会
に
加
入
し
て
、
老
後
の
年
金
受

給
権
を
夫
婦
で
確
保
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
よ
う
か
。

　
ま
た
、
い
ま
は
家
庭
に
入
り
奥
様
業

で
も
、
以
前
に
会
社
勤
め
を
さ
れ
年
金

制
度
へ
の
加
入
期
間
の
あ
る
万
は
．
前

の
年
金
加
入
期
間
を
む
だ
に
し
な
い
よ

う
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
通
算
年
金

の
受
給
権
を
確
保
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
加
入
中
、

交
通
事
故
や
病
気
に
よ
り
．
不
幸
に
し

て
廃
疾
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
障
害
年

金
ま
た
は
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
地
区
の
年
金
委
員

か
、
役
場
社
会
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ゆ
ピハ

勲
沖
類

地方自治への貢献者
丸山（原田）・小林婆中仙田）さ

　　　　　　　　　　　　　　叙

　このほど、原田の丸山寛治さんと
仙田の故小林与作さんのお二人に、

自治振興発展の功労者としての叙勲

りましたo

50年春
先
に
な
る
と
、

が
交
通
事
故
と
火
災
の
発
生
。

　
気
の
ゆ
る
み
や
、
進
入
学
シ
ー
ズ

W覇西

　
お
二
人
の
業
績
は
、

　
丸
山
さ
ん
は
、
橘
村
長
を
は
じ
め
、

同
村
の
助
役
、
収
入
役
、
議
会
議
員
な

ど
合
計
三
十
三
年
間
地
方
自
治
に
従
事

さ
れ
た
ほ
か
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
長

な
ど
も
長
く
勤
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
、
叙
勲
は
勲
五
等
瑞

宝
章
で
す
。

　
ま
た
、
故
小
林
さ
ん
は
、
仙
田
村
議

員
を
ふ
り
出
し
に
、
十
六
年
間
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
、
議
会
副
議
長
や
仙
田

地
区
振
興
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
多

大
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
勲

六
等
瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

救
急
車
出
動
は
8
9
件

　
　
　
　
春
先
に
は
特
に
用
心
を
！

　
　
　
　
心
配
さ
れ
る
の
　
　
ン
だ
け
に
特
に
注
意
し
た
い
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
は
、
町
の
消
防
分
遣
所
の
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
業
務
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
先
き
の
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咋
年
一
年
間
に
、

50年の救急車出動状況

出
動
区
分

急
病

交
通
事
故

一
般
負
傷

労
働
災
害

水
難

そ
の
他

合
言
十

件
数 38 23 22 4 1 1 89

救
急
車
が
出
動
し
た
回
数
は
別
表
の

と
お
り
、
八
十
九
回
に
も
及
ぴ
、
ほ

ぼ
四
日
に
一
件
の
割
合
い
で
す
。

　
回
数
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り

特
に
、
四
十
七
年
と
比
べ
る
と
二
倍

以
上
に
伸
ぴ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
、
交
通
事
故
は
、
町
ぐ
る
み

の
運
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、
死
亡
事

故
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
年
間

で
事
故
の
最
も
多
い
の
が
、
夏
の
暑

い
時
期
、
次
に
多
い
の
が
こ
の
春
先

き
の
よ
う
で
す
。

　
別
表
の
う
ち
事
故
を
程
度
別
に
み

ま
す
と
、
軽
傷
（
症
）
四
十
八
件
、

中
傷
（
症
）
三
十
四
件
、
重
傷
（
症
）

五
件
、
と
い
っ
た
状
況
。

　
分
遣
所
で
は
、
救
急
車
の
要
請
を

受
け
る
と
、
ま
ず
十
日
町
の
本
部
に

病
人
等
の
状
況
を
連
絡
し
、
病
院
の

手
配
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
病
院

が
決
り
次
第
再
度
分
遣
所
（
現
場
の

救
急
車
）
に
指
示
が
来
、
そ
れ
に
従

っ
て
病
人
な
ど
を
搬
送
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

町
内
さ
イ
ぱ

　
幸
い
、
医
師
不
在
と
か
、
診
療
拒

否
と
い
う
事
態
も
な
く
、
順
調
な
救

急
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
と

き
に
は
、
あ
ま
り
軽
度
な
症
状
の
人

を
運
ん
で
、
病
院
側
に
い
い
顔
を
さ

れ
な
い
乙
と
も
あ
る
と
か
。

　
救
急
車
要
請
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら

も
考
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
冬
の
ド
カ
雪
で
は
、
妊
婦
を
搬

送
し
た
特
殊
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
一
般
に
は
、
異
常
分
娩
が
予
想

さ
れ
る
場
合
の
み
救
急
車
を
使
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
の
場
合
は
特
別
と

〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
救
急
車
を
要
請
さ
れ
る
場
合
は
、

場
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
症
状

を
確
実
に
お
告
げ
く
だ
さ
る
よ
う
。

　
一
方
、
火
災
は
昨
年
四
件
。

特
に
石
油
風
呂
ガ
マ
の
原
因
が
多
い

よ
う
で
す
。
春
先
き
に
は
、
山
火
事

も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
事
故
、
災
害
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
を
〃
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い
つ
ま
で
も

　
　
こ
の
町
に
住
み
た
い

　
岩
瀬
砂
田
芳
子
さ
ん
⑳

　
「
多
少
封
建
的
な
と
こ
ろ
も
あ

る
け
ど
、
人
情
は
細
や
か
、
自
然

環
境
も
よ
く
、
と
て
も
い
い
町
、

で
き
れ
ば
長
く
住
み
た
い
で
す
ね

エ
ー
で
も
、
先
般
の
ド
ヵ
雪
に
は

閉
口
し
ま
し
た
。
」
、
と
仙
田
に

来
て
三
年
に
な
る
と
い
う
、
島
根

県
生
れ
の
砂
田
さ
ん
。

　
広
報
は
？
：
：
・
・
の
問
に
、

　
「
全
部
目
を
と
お
し
て
い
る
。

町
の
内
容
が
わ
か
り
、
大
変
参
考

に
な
る
。
前
に
住
ん
で
い
た
所
は

行
政
区
域
も
広
か
っ
た
た
め
か
、
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
身
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
に
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
つ

ぐ薪旙嬉調慾

と
細
か
い
か
し
ら
：
・
…
」
と
注
文
を

箋箋箋箋箋

ち
ょ
っ
ぴ
り
。
　
（
主
婦
）

役
場
各
課
の
仕
事
を

　
　
紹
介
し
て
は
？

三
領
南
雲
隆
三
さ
ん
働

●
全
部
目
を
通
し
て
い
る
。

・
行
政
や
町
の
で
き
ご
と
の
お
知

ら
せ
な
の
で
、
内
容
が
か
た
く
な

っ
て
も
し
か
た
な
い
だ
ろ
う
。

・
こ
れ
か
ら
の
注
文
と
し
て
、
役

場
の
各
課
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
、
連
載
ふ
う
に
で
も

し
て
紹
介
し
た
ら
、
住
民
の
参
考

に
な
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
町
内
の
史
跡
め
ぐ
り
、

住
民
が
登
場
し
て
の
〃
対
談
〃
な
ど
も

適
宜
企
画
し
た
ら
、
ま
す
ま
す
み
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
親
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
（
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
一

く
る
計
画
を
立
て
、
愚
居
を
構
え
る
こ

と
に
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
計
画

で
あ
り
ま
し
て
、
今
時
の
高
物
価
時
代

に
お
い
て
、
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は

や
や
疑
わ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
も
あ
れ
、
計
画
を
そ
れ
な
り
に
進

め
、
家
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
は
永
住

す
る
た
め
の
居
住
性
を
考
慮
し
て
、
間

ど
り
や
設
備
に
ぜ
い
た
く
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
設
計
は
フ
ラ
ン
ヌ
の
建
築
見

本
集
か
ら
選
ぴ
、
そ
れ
を
参
考
資
料
と

し
て
、
地
元
の
業
者
に
青
写
真
を
作
っ

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
種
々
手
直
し
し
た

う
え
で
施
工
を
依
頼
し
ま
し
た
。
同
社

高
倉
国
際
村
だ
よ
り

　
　
フ
ラ
ン
ス
建
築
の

　
わ
が
家
に
満
足

　
私
た
ち
が
高
倉
に
家
を
建
て
ま
し
た

の
は
、
俗
に
い
わ
れ
る
セ
コ
ン
ド
・
ハ

ウ
ス
で
は
な
く
、
セ
コ
ン
ド
・
ホ
ー
ム

で
あ
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
間

断
な
く
お
し
寄
せ
て
く
る
年
波
を
考
え

こ
こ
数
年
の
の
ち
に
は
隠
居
す
る
の
は

や
む
を
得
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な

っ
た
為
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
な
っ
た
ら
、
世
を
さ
け
、
東
京

の
騒
音
と
濁
っ
た
空
気
を
の
が
れ
、
静

か
で
美
し
い
高
倉
の
山
野
を
満
喫
し
な

が
ら
、
平
穏
な
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
お

三
月
は
、

凶
器
使
用
犯
罪
の

未
然
防
止
月
間
で
す

　
　
最
近
、
銃
や
刃
物
、
火
薬
類
な
ど
を

　
使
っ
た
凶
悪
な
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま

　
す
。

　
◎
や
め
よ
う
、
不
用
刃
物
の
持
ち
歩
き

　
◎
原
則
と
し
て
、
六
セ
ン
チ
以
上
（
刃

　
の
長
さ
）
の
刃
物
を
、
正
当
な
理
由
が

　
な
い
の
に
持
ち
歩
く
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
◎
模
造
け
ん
銃
は
持
て
ま
せ
ん
。

　
　
ま
だ
持
っ
て
い
る
人
は
、
警
察
へ
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
警
察
へ
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
＊
銃
や
刀
剣
類
な
ど
を
発
見
し
た
り
拾

　
　
っ
た
と
き
。

　
＊
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
銃
や
刃

　
　
物
な
ど
を
持
ち
歩
い
て
い
る
人
を
見

　
　
か
け
た
と
き
。

　
＊
挙
動
不
審
な
人
を
見
か
け
た
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
警
察
署

一
）
～
箋
箋
貨
箋
箋
箋
塗
。
箋
箋
～

　
長
を
は
じ
め
、
社
員
の
方
々
の
優
れ
た

　
着
想
を
と
り
入
れ
た
ご
努
力
に
よ
っ
て

　
で
き
ば
え
は
想
像
以
上
で
し
た
。

　
　
完
成
も
驚
く
ほ
ど
早
く
、
仕
上
が
り

　
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
で
き
て
か
ら
一
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し

　
た
が
、
今
日
ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
故
障

　
も
な
く
、
冬
も
夏
も
住
み
ご
こ
ち
は
上

　
々
で
、
き
わ
め
て
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
た
だ
、
ぜ
い
た
く
が
た
た
っ
て
、
建

　
設
費
は
当
初
の
予
算
を
五
十
パ
ー
セ
ン

　
ト
も
う
わ
ま
わ
り
、
そ
の
支
払
い
が
重

　
い
負
担
に
な
り
、
自
業
自
得
と
は
い
え

　
そ
れ
だ
け
は
残
念
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
堀
口
瑞
典

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
…
…
－
・
③

〔
上
野
地
区
〕

○
下
平
教
員
住
宅
・
島
田
秀
夫

〔
橘
地
区
〕

○
仁
田
・
須
藤
亮
助

〔
仙
田
地
区
〕

○
中
仙
田
・
南
雲
哲
治
、
O
室
島
・
高

野
寅
五
郎
、
O
小
脇
・
佐
藤
栄
一
、
○

高
倉
・
高
橋
壮
六
、
O
藤
沢
・
茂
野
寅

一
、
○
田
戸
・
押
木
二
吉
、
○
越
ケ
沢

・
川
崎
保
一
、
○
赤
谷
・
高
橋
長
栄
、

○
岩
瀬
・
中
條
慎
吾
、
○
大
倉
・
中
條
”

重
夫
、
○
大
白
倉
・
桐
生
四
方
吉
、
O

小
白
倉
・
田
中
正
義

〔
千
手
地
区
・
（
変
更
）
〕

○
上
町
・
田
辺
博

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
以
上
で
嘱
託
員
の
紹
介
を
終
り
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

香
典
返
し
二
件

　
中
仙
田
の
小
林
平
一
郎
さ
ん
か
ら
、

亡
く
な
ら
れ
た
父
与
作
さ
ん
の
香
典
返

し
と
し
て
五
万
円
。

　
仁
田
の
山
田
弘
好
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
正
弘
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
二
万
円
、
を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉

協
議
会
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
鱒
齢
一
一
鵬
鱒
一
一
一
鴨
一
一
一
一
一
囎
ロ
一
〇
鱈
噛
旧
一
一
働
働
一
顧
ロ
〇
一
一
一
一
〇
鱒
卿
盟
己
日
＝
一
1
一
一
一
鱒
0
日
一
一
一
一
廟
O
O
O
一
一
一
一
一
一
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ロ
O
O
ロ
一
“
ロ
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〇
一
〇
〇
〇
一
〇
一
一
騨
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一
一
ロ
6
0
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一
一
一
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お
す
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南村山平田金藤田相田高齋敷小酒佐熊若
雲越墨野中子葎村崎裟橋木藤幡井薯倉山
竜俊紀隆俊知代麻良由洋肇達絵裕紀尉敬
二幸子一徳誉子美寛美　　也美一子浩祐
信辰勝節俊千建賢幸清芳輝徹正一渉順幸
一平　男一弘一治夫　春夫　晴夫　一治
二長長長長長長長長長二長長長長長二長
男男女男男男女女男女男男男女男女男男
　　　　　　発　　　　　発　　　 発　 新
中野霜東下岩電上沖四赤電中仁寺電栄町

仙善所郎所島所新田口条寺原瀬通野立兼谷通町田尾通町田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
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◎
新
郎
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婦

◎
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郎
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新
婦

◎
新
郎
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新
婦

荒星田丸南南富数
木名平山雲雲井藤
　　美
優利津正藤茂恵久
子之子行子男子男
山霜長根中中十沖沖

立

＋
日
町
か
ら

中
仙
田

中
仙
田
か
ら

深崎
か
ら

条形
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

清小平滋田半小八田山
水川野野中田林子中田
　吉
ぎ講離孝匙離

仁
田

小
白
倉

発
電
所
通

中
仙
田

室
島

下
原

野
口

東
善
寺

室
島

寺
尾
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納
税
メ
モ

直
接
税
に
つ
い
て

　
普
通
、
税
金
と
い
う
こ
と
ば
は

直
接
納
付
す
る
税
金
に
つ
い
て
使

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
今
ま
で
の
べ
た
間
接
税
は
、
知

ら
ぬ
う
ち
に
納
税
し
て
い
る
た
め

そ
れ
ほ
ど
負
担
を
感
じ
ま
せ
ん
が

納
税
通
知
書
や
、
申
告
書
に
よ
つ

て
納
め
る
直
接
税
は
、
か
な
り
の

負
担
を
感
じ
、
一
円
で
も
安
く
と

願
う
の
が
人
情
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
し
か
し
、
税
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
に
そ
っ

て
国
民
の
全
て
が
能
力
に
応
じ
た

負
担
を
す
る
義
務
が
あ
る
わ
け
で

す
。
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太
田
白
南
風
選

小
白
倉
江
口
凡
石

月
天
心
梅
咲
く
里
は
お
ぼ
ろ
に
て

せ
せ
ら
き
の
岸
に
ふ
く
ら
み
猫
柳

雛
の
前
家
族
記
念
の
写
真
撮
る

　
　
　
　
　
　
　
新
町
敏
　
　
子

味
噌
を
煮
る
匂
い
流
る
㌧
春
の
雨

雪
底
に
か
す
か
に
あ
り
ぬ
水
の
音

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

雪
解
け
を
集
め
て
橋
の
低
く
あ
り

病
む
夫
に
粥
炊
く
夜
の
も
が
り
笛

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

文
字
太
く
雪
崩
注
意
と
山
の
駅

畑
打
っ
て
農
捨
て
が
た
く
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

空
よ
り
も
水
に
明
る
し
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
木
定
芳

冬
の
バ
ス
客
一
人
乗
せ
遅
々
と
行
く




